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第
十
回
柳
川
川
柳
大
学
報
告 

日
時
：
令
和
八
年
六
月
一
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

出
席
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
後
藤
・
高
谷
・
横
田
／
若
槻
・
辻
川
・
吉
原 

 

本
日
は
悲
し
い
お
知
ら
せ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
年
、
柳
川
川
柳
学
校
で

活
躍
さ
れ
た
南
部
年
克
さ
ん
が
四
月
二
十
五
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
五
歳
、
南
部
さ
ん
の
早

す
ぎ
る
逝
去
を
悼
ん
で
黙
祷
か
ら
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
 

南
部
さ
ん 

 

黙
祷 

南
部
さ
ん
は
「
第
十
四
回
柳
川
川
柳
学
校
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
四
日
）」
に
聴
講
生
と
し
て
入
学
さ
れ

ま
し
た
。
横
田
さ
ん
の
朗
読
で
「
南
部
年
克
さ
ん
柳
川
川
柳
学
校
作
品
集
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

＊
孫
来
る
と
聞
い
て
慌
て
て
髭
を
剃
る 

（
第
十
五
回
柳
川
川
柳
学
校
～
平
成
三
十
年
二
月
五
日
～
校
長
賞
） 

＊
孫
が
飲
む
嫁
の
乳
房
を
つ
い
チ
ラ
見 

（
第
十
七
回
柳
川
川
柳
学
校
～
平
成
三
十
年
六
月
四
日
～
最
優
秀
作
品
賞
・
校
長
賞
） 

＊
久
し
ぶ
り
名
前
が
出
ぬ
ま
ま
じ
ゃ
あ
ま
た
ね 

（
第
二
十
二
回
柳
川
川
柳
学
校
～
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
～
優
秀
作
品
賞
） 

＊
別
れ
際
そ
っ
と
マ
ス
ク
を
外
す
君 

（
第
二
十
九
回
柳
川
川
柳
Ｗ
ｅ
ｂ
学
校
～
優
秀
作
品
賞
） 

＊
陽
性
と
言
わ
れ
て
終
活
や
る
気
だ
し 

（
第
三
十
八
回
柳
川
川
柳
学
校
～
令
和
四
年
十
二
月
五
日
～
優
秀
作
品
賞
） 

＊
マ
ス
ク
と
り
、
代
わ
り
に
笑
顔
の
メ
イ
ク
す
る 

＊
孫
と
花 

残
り
の
日
々
を
惜
し
む
だ
け 

（
第
四
十
回
柳
川
川
柳
学
校
～
令
和
五
年
四
月
三
日
） 

＊
あ
の
人
の
口
唇
食
べ
た
い
ラ
ー
メ
ン
屋 

＊
ゴ
ー
ル
ド
で
も
う
一
度
だ
け
更
新
し 

（
第
四
十
四
回
柳
川
川
柳
学
校
～
令
和
五
年
十
二
月
四
日
） 
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続
い
て
山
陽
放
送
同
期
入
社
の
魚
森
さ
ん
か
ら
、
南
部
さ
ん
と
の
出
会
い
や
運
命
的
な
思
い
出
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

＊
今
年
ま
た
牡
蠣
オ
コ
想
っ
て
日
生
港 

（
第
二
十
回
柳
川
川
柳
学
校
～
平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
） 

 

こ
の
句
は
、
魚
森
さ
ん
の
柳
川
川
柳
学
校
入
学
記
念
に
南
部
さ
ん
が
投
句
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

改
め
ま
し
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
今
回
は
参
加
者
九
名
。
人
気
投
票
の
結
果
は
次
の
通
り
で
し
た
。 

 
 

 

最
優
秀
作
品
～
伊
藤
さ
ん
（
自
由
句
②
） 

 

優
秀
作
品
～
魚
森
さ
ん
（
自
由
句
⑨
）
後
藤
さ
ん
（
課
題
句
⑤
） 

 

学
長
賞
～
高
谷
さ
ん
（
自
由
句
⑥
） 

 

 

受
賞
者
の
皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
最
優
秀
作
品
は
作
者
を
除
く
八
名
中
六
名

が
投
票
し
た
と
い
う
か
つ
て
な
い
人
気
作
品
で
し
た
。 

全
員
の
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

辻
川
副
学
長
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
で
す
。
次
回
「
第
十
一
回
柳

川
川
柳
大
学
」
は
八
月
三
日
（
月
）
開
催
予
定
で
す
。
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

事
務
局
報
告
：
吉
原 
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自
由
句 

① 

い
つ
の
日
か
あ
な
た
誰
か
と
古
女
房 

② 

花
粉
症
布
団
干
さ
れ
て
夜
、
地
獄
～
最
優
秀
作
品 

③ 

お
嬢
さ
ん
呼
ば
れ
て
振
り
向
く
マ
ダ
ム
た
ち 

④ 

和
解
策
Ａ
Ｉ
頼
み
が
今
主
流
？ 

⑤ 

高
い
傘
盗
ら
れ
残
る
は
安
い
傘 

⑥ 

ナ
フ
サ
無
し
カ
ラ
ー
袋
が
白
黒
に
～
学
長
賞 

⑦ 

内
外
の
今
が
歴
史
と
知
る
君
や 

⑧ 

梅
雨
空
も
気
づ
け
ば
今
年
も
折
り
返
し 

⑨ 

買
い
物
に
一
緒
に
行
く
の
に
却
下
さ
れ
～
優
秀
作
品 
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課
題
句
～
傘 

① 

コ
ン
ビ
ニ
で
慌
て
て
買
っ
て
増
え
る
傘 

② 

嬉
し
い
な
相
合
傘
で
遠
回
り 

③ 

酷
暑
日
は
天
然
素
材
の
ス
ゲ
の
傘 

④ 

置
き
傘
が
増
え
る
梅
雨
時
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー 

⑤ 

い
つ
ま
で
も
子
の
傘
と
な
り
母
傘
寿
～
優
秀
作
品 

⑥ 

相
傘
が
縁
で
結
ば
れ
今
夫
婦 

⑦ 

「
傘
が
な
い
」
名
曲
の
意
味
今
ぞ
知
る 

⑧ 

大
雨
だ
、
金
な
く
傘
な
く
今
日
休
み 

⑨ 

相
合
の
傘
は
ユ
ン
デ
に
メ
テ
は
背
に 

（
注
、
ユ
ン
デ
・
弓
手
～
左
手
、
メ
テ
・
馬
手
～
右
手
） 

  作
者
～
①
亀
池
弘
二
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
②
伊
藤
嘉
之
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
③
横
田
真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

④
若
槻
匡
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑤
後
藤
啓
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
⑥
高
谷
昇
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑦
辻
川
登
貴
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）

⑧
吉
原
司
郎
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
⑨
魚
森
洋
史
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 
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（
完
） 


